
2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！
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弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）


